
10－１ 九州地方とその周辺の地震活動（2017年11月～2018年4月） 

Seismic Activity in and around the Kyushu District (November 2017－April 2018) 
 

気象庁 福岡管区気象台 

Fukuoka Regional Headquarters, JMA 

 

今期間，九州地方とその周辺でM4.0以上の地震は41回，M5.0以上の地震は5回発生した．このう

ち最大のものは，2018年4月9日に島根県西部で発生したM6.1の地震である． 

2017年11月～2018年4月のM4.0以上の地震の震央分布を第1図(a)及び(b)に示す． 

主な地震活動は以下のとおりである． 

 

（1）平成28年（2016年）熊本地震（最大M7.3，最大震度7，第2図(a)～(i)） 

熊本県熊本地方及び阿蘇地方における「平成 28 年（2016 年）熊本地震」（以下，熊本地震）の

一連の地震活動は，全体として引き続き減衰しつつも継続している．大分県中部の活動は低下した．

2017 年 11 月から 2018 年 4 月までの間に震度 1 以上を観測した地震は 59 回（最大震度 3：1 回，最

大震度 2：16 回，最大震度 1：42 回）発生した．そのうち最大規模の地震は 2018 年 4 月 28 日に熊

本県熊本地方で発生した M3.6 の地震（最大震度 2）である． 

熊本地震の一連の地震活動により，死者 267 人，負傷者 2,804 人，住家全壊 8,673 棟などの被害が

生じた（2018 年 4 月 13 日現在，総務省消防庁による）． 

 

（2）2016年12月からの鹿児島湾の地震活動（最大M5.3，最大震度5強，第3図(a), (b)） 

鹿児島湾では，2016年12月頃から地震活動がやや活発となり，2017年7月11日にM5.3の地震（最

大震度5強，深さ10km），8月24日にM4.4の地震（最大震度4，深さ7km），11月1日にM3.8の地震（最

大震度4，深さ9km）が発生した．2018年4月末現在，地震活動は減衰しつつも継続している．これ

らの地震活動は地殻内で発生している．2017年11月から2018年4月までに震度1以上を観測した地震

は13回（最大震度4：1回，最大震度2：1回，最大震度1：11回）発生した． 

なお，2018年1月から，主な活動域の約1km南側で最大M2.0程度の地震活動が発生し，2～3月にか

けて地震回数が増加した． 

 

（3）その他の主な地震活動 

      地震の   震源の 

発生年月日   震央地名      規模(M)  深さ(km)   最大震度 

2018 年 

4 月 15 日    トカラ列島近海の  最大 3.7      －         3  （第 4 図） 

       地震活動 

（小宝島・宝島付近） 
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第1図(a) 九州地方とその周辺の地震活動（2017年11月～2018年1月，
M≧4.0，深さ≦700km） 

Fig. 1(a)  Seismic activity in and around the Kyushu district (November  
2017 – January 2018, M≧4.0, depth≦700 km). 

第1図(b) つづき（2018年2月～4月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(b) Continued (February – April 2018, M≧4.0, depth≦700 km). 
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熊本県熊本地方（領域ａ３）及び阿蘇地方（領域ａ２）における「平成 28 年（2016 年）熊本地震」
の一連の地震活動は、全体として引き続き減衰しつつも継続している。大分県中部（領域ａ１）の
活動は低下した。 

2017 年 11 月１日から 2018 年４月 30 日までに震度１以上を観測した地震は 59 回（最大震度３：
１回、最大震度２：16回、最大震度１：42 回）発生した。 

今回の一連の地震活動により、死者 267 人、負傷者 2,804 人、住家全壊 8,673 棟などの被害が生
じた（2018 年４月 13 日現在、総務省消防庁による）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「平成 28 年（2016 年）熊本地震」 

震央分布図 
（2016 年４月 14 日 21 時～2018 年４月 30 日、深さ０～20km、M≧2.0）

2017 年 11 月～2018 年４月の地震を濃く表示 

ａ１ 

ａ

ａ２ 

日奈久断層帯

布田川断層帯

Ａ 

ａ３ 

M6.0 以上の地震、各領域で最大規模の地震、2017 年 11 月～2018 年４月に震度３以上

を観測した地震及び今期間の最大規模の地震に吹き出しをつけている。 

※１ M7.3 の地震の発生直後に発生したものであり、Mの値は参考値。 

Ｂ 

図中の細線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す 

CMT 

CMT CMT 

CMT 

中央構造線断層帯 

（豊予海峡－由布院区間）

万年山－崩平山断層

日出生断層帯 

今期間の最大規模の地震 

 - 18 -                   

 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ１、ａ２、ａ３内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

（2016 年４月 14 日 21 時～2018 年４月 30 日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影） 
（2016 年４月 14 日 21 時～2018 年４月 30 日）

Ａ 

Ｂ 

ａ１ 

ａ２ 

ａ３ 

第2図(a) 「平成28年（2016年）熊本地震」 
Fig. 2(a)  The 2016 Kumamoto Earthquake. 

第2図(b) つづき 
Fig. 2(b)  Continued. 
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M2.3以上積算回数30日平均回数

M2.3以上の
30日平均回数（青）

1日00時
9.7回

大森・宇津公式＋ＧＲによる日平均回数予測

Mth2.3
b=0.81
（σ=0.02）

5月1日00時時点で
M2.3以上（震度１程度以上）の
30日平均回数は
常時地震活動項無し： 9.7回
常時地震活動項有り：10.7回

大森・宇津パラメータ(Mth2.3)
K=299.928 c=0.103 p=1.029
N=2508 AIC=－13369.413

観測（黒）

大森・宇津
モデル（赤）

1日00時
10.7回

常時地震活動項（μ）を加味した
大森・宇津パラメータ(Mth2.3)
μ=0.050（固定）
K=305.428 c=0.110 p=1.041
N=2508 AIC=－13363.098

熊本地震発生前の活動レベルとの比較（熊本県熊本地方）

震央分布図（2001年1月1日～2018年4月30日、
M≧2.0、20km以浅）

熊本地震発生前
をグレー、熊本地
震発生～2017年
12月31日を水色、
2018年以降を赤
で表示

領域ａ内の年別回数ヒストグラム・回数積算図

領域ａ

震度1以上

M2.3以上

領域ａ内の月別地震回数（M2.3以上）
回数

M2.3以上の
月回数

2016年4月：1688
2016年5月： 273

熊本地震以前の
M2.3以上月回数
の平均値（=1.9）

同平均値＋σ（=4.0）

回数 （2014年以降を縦軸・横軸拡大）

赤：大森・宇津公式（μ有り）による予測
緑：大森・宇津公式（μ無し）による予測

領域ａ内の震度1以上の回数は概ねM2.3以上の回数で近似できる

大森・宇津公式に従って減衰した場合、
2021年～2023年頃に熊本地震以前の
平均値＋σ以下となる

領域ｂ

領域ｃ
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熊本地震発生前の活動レベルとの比較（熊本県阿蘇地方）

領域ｂ内の年別回数ヒストグラム・
回数積算図 震度1以上M2.4以上

領域ｂ内の月別地震回数（M2.4以上）
回数

M2.4以上の
月回数

2016年4月：735

熊本地震以前の
M2.4以上月回数
の平均値（=0.8）

同平均値＋σ（=2.3）

回数 （2014年以降を縦軸・横軸拡大）

領域ｂ内の震度1以上の回数は概ね
M2.4以上の回数で近似できる
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熊本地震発生前の活動レベルとの比較（大分県中部）

領域ｃ内の年別回数ヒストグラム・
回数積算図 震度1以上M2.2以上

領域ｂ内の月別地震回数（M2.2以上）
回数

M2.2以上の
月回数

2016年4月：435

熊本地震以前の
M2.2以上月回数
の平均値（=0.9）

同平均値＋σ（=6.4）

回数 （2014年以降を縦軸・横軸拡大）

領域ｃ内の震度1以上の回数は概ね
M2.2以上の回数で近似できる

熊本地震発生前の
平均値＋σを超える

回数の観測頻度は
最近でも若干高い
ようにみえる

2016年内に熊本地震

発生前の活動レベル
となっている

第2図(c) つづき 
Fig. 2(c)  Continued. 

第2図(d) つづき 
Fig. 2(d)  Continued. 
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震央分布図（1997年10月1日～2018年4月30日、30km以浅、M≧1.5）

熊本地震活動域付近の静穏化・活発化領域の抽出

デクラスタ処理後

デクラスタ後のデータを使用しreasaで以下
条件を満たす領域を抽出（明田川・伊藤、
2008）

評価期間：2018年1月1日～4月30日
基準期間：1997年10月1日～2016年4月13日
M2.0以上の震央位置を中心に半径10kmの円
内で、出現確率が5.0％以下

（静穏化領域
は検出され
なかった）

現在の静穏化・活発化領域

reasaで「陸の地殻内の
地震」を抽出(明田川ほ
か、2007）して表示。

上図の
ＭＴ・
回数積
算図

M5.5以上に
吹き出し

M5.0以上に
吹き出し

2018年以降の震源
を赤で表示

以下条件で
デクラスタ処理

・震央距離 5km
・時間 7日
・最大Mイベント
でクラスタを
代表

調査対象半径のみ
5kmに変更して抽出

さらに出現確率
を1.0％以下に
変更して抽出

（静穏化領域
は検出され
なかった）

オレンジの円：活発化領域
水色の円 ：静穏化領域
背景はデクラスタ後データ

第2図(e) つづき 
Fig. 2(e)  Continued. 
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熊本地震活動域付近の発震機構解（布田川断層帯沿い）

発震機構解分布（1997年10月1日～2018年4月30日、M≧2.5、20km以浅）

Ｔ軸方向表示震源球表示

領域ａ内の時空間分布
（ＡＢ投影）

領域ａ

領域ｂ

領域ａ

領域ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

熊本地震以降の期間を拡大

領域ａ内の
三角ダイアグラム

領域ａ内の

ローズダイアグラム
（Ｔ軸方位）

熊本地震
発生前

熊本地震
発生前

熊本地震
発生以降
（2016年）

熊本地震
発生以降
（2017年）

熊本地震
発生以降
（2016年）

熊本地震
発生以降
（2017年）

Frohlich,C.
（2001）に基

づいて断層
型を判別し、
逆断層型を
青、正断層型
を赤、横ずれ
断層型を緑、
その他の型
を灰で表示

熊本地震
発生前を
灰、熊本地
震発生～
M7.3発生

前を青、
M7.3発生

以降を赤
で表示

熊本地震活動域付近の発震機構解（日奈久断層帯沿い）

発震機構解分布（1997年10月1日～2018年4月30日、M≧2.5、20km以浅）

Ｔ軸方向表示震源球表示

領域ａ

領域ｂ

領域ａ

領域ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

領域ｂ内の時空間分布
（ＣＤ投影）

熊本地震以降の期間を拡大

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

領域ｂ内の
三角ダイアグラム

領域ｂ内の

ローズダイアグラム
（Ｔ軸方位）

熊本地震
発生前

熊本地震
発生前

熊本地震
発生以降
（2016年）

熊本地震
発生以降
（2017年）

熊本地震
発生以降
（2016年）

熊本地震
発生以降
（2017年）

第2図(f) つづき 
Fig. 2(f)  Continued. 

第2図(g) つづき 
Fig. 2(g)  Continued. 
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熊本地震活動域付近の発震機構解（阿蘇地方・大分県中部）

発震機構解分布（1997年10月1日～2018年4月30日、M≧2.5、20km以浅）

Ｔ軸方向表示震源球表示

領域ｃ

領域ｃ内の時空間分布
（南北投影）

領域ｃ内の

三角ダイアグラム・
ローズダイアグラム

領域ｃ

北

南

北

南
熊本地震以降の期間を拡大

北

南

北

南

熊本地震
発生前

熊本地震
発生以降

領域ｄ 領域ｄ

領域ｄ内の

三角ダイアグラム・
ローズダイアグラム

熊本地震
発生前

熊本地震
発生以降

第2図(h) つづき 
Fig. 2(h)  Continued. 
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鹿児島湾（震央分布図領域ａ）では、2016 年 12
月頃から地震活動がやや活発となり、2017 年 7 月
11 日に M5.3 の地震（最大震度５強、深さ 10km）、
８月 24 日に M4.4 の地震（最大震度４、深さ７km）、
11 月 1 日に M3.8 の地震（最大震度４、深さ９km）
が発生した。現在、地震活動は減衰しつつも継続し
ている。この地震活動は地殻内で発生しており、こ
れにより 2017 年 11 月から 2018 年４月までに震度
1以上を観測した地震が 13 回（最大震度４：1回、
最大震度２：１回、最大震度１：11 回）発生した。
1885年１月以降の活動をみると、今回の地震活動

周辺（領域ｂ）では、1893年９月７日にM5.3の地震
が発生し、知覧（現在の南九州市知覧町付近）で土
蔵破損10、居宅半倒１、倒家２などの被害が生じた。
また、1894年１月４日にM6.3の地震が発生し、山崩
れ29、道路決潰11などの被害が生じた。1914年１月
12日にはM7.1の地震が発生し、鹿児島市内で死者13
人、負傷者96人、住家全壊39棟などの被害が生じた
（被害はいずれも「日本被害地震総覧」による）。
  

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

2016 年 12 月からの鹿児島湾の地震活動 

ａ

ｂ

震央分布図 
（1885 年１月１日～2018 年４月 30 日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
2017 年 11 月以降の地震を濃く表示 

 

図中の細線は地震調査研究推進本部の 

池田湖西断層帯

長期評価による活断層を示す 

（2000 年 10 月１日～2018 年４月 30 日、

震央分布図 

（2017 年７月１日～2018 年４月 30 日）

鹿児島県 

桜島 

開聞岳 

鹿児島県 

深さ０～20km、M≧1.0） 
2017年 11月以降の地震を濃く表示 

 

（2016 年１月１日～2018 年４月 30 日）

今回の地震活動で

最大規模の地震

第3図(a) 2016年12月からの鹿児島湾の地震活動 
Fig. 3(a)  Seismic activity in Kagoshima Bay from December, 2016. 
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2016年12月以降の鹿児島湾の地震活動（～2018年4月30日）
震源再決定に用いた震源の震央分布図

（2016年12月1日～2018年4月30日、深さ20km以浅、M≧0.5）
2016年12月1日～2017年7月10日：灰

2017年7月11日～10月31日：黒
2017年11月～：赤

領域ａ内のMT図、回数積算図

ａ

領域ａ内の時空間分布図（南北投影）

領域ａ内の深さの時系列図領域ａ内の断面図（東西投影）

ｂ

領域ｂ内のMT図、回数積算図

第3図(b) つづき 
Fig. 3(b)  Continued. 
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2018年４月15日19時頃からトカラ列島近海（小宝
島・宝島付近）で地震活動がやや活発となり、16
日にかけて震度１以上を観測した地震が19回（震度
３：１回、震度２：４回、震度１：14回）発生した。
最大規模の地震は、４月16日00時58分に発生した
M3.7の地震（最大震度２）である。 
1997年10月以降の活動をみると、今回の地震活動

付近（領域ａ）では、時々まとまった活動がみられ
る。2016年12月には、同月21日に発生したM3.9の地
震（最大震度２）を最大として、震度１以上を観測
した地震が55回発生した。また、2003年８月には、
M5.2の地震（最大震度４）を最大とする活動があっ
た。 
1923年１月以降の活動をみると、今回の地震活動

周辺（領域ｂ）では、M5.0以上の地震が時々発生し
ている。今回の地震活動の領域に近い悪石島付近で
は、2000年10月２日に発生したM5.9の地震（最大震
度５強）を最大として、地震活動が活発となった。
この地震活動により、水道管破損１箇所等の被害が
生じた（総務省消防庁による）。 
 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年４月 30 日、 

深さ０～90km、M≧5.0） 

諏訪之瀬島 
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小宝島 

宝島 
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領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図

 
（2018 年４月 15 日～４月 30 日、M≧1.5）

 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 
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震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年４月 30 日、

深さ０～30km、M≧2.5） 
2018 年４月の地震を濃く表示 
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４月 15 日からのトカラ列島近海の地震活動（小宝島・宝島付近）

（この期間は地震の検知能力が低い） 

15 20 25 30 （日）

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

第4図 2018年4月15日からのトカラ列島近海の地震活動（小宝島・宝島付近） 
Fig. 4  Seismic activity near Tokara Islands(near Kodakara-jima and Takara-jima) from April 15, 2018. 

第4図 2018年4月15日からのトカラ列島近海の地震活動（小宝島・宝島付近） 
Fig. 4  Seismic activity near Tokara Islands(near Kodakara-jima and Takara-jima) from April 15, 2018. 
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